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工場

符部教授はこれまでの共

度部教受は「中ー使在善」「日本小説技術史」など多問通信の取材に、具体的なくの著書がある。
禁細1年6月、執行猶予3

「年の刊供を言い税した。求」ぞれ日歯連が擁立した候事件をきっカいとこたたこ
アスペスト強風で飛散

コスモ松山石油松山工場(松山市大可置3丁目)で3月1日、石油化学製品の製造に使う「放散塔」の保一温材が強風にあおられて近情の住宅想や県道などに飛「敵していたことが習日、分かった。保高材にはアスペ「スト(石綿)が含まれてお

住宅地や県道に市は公表せず「り、同社は3月2日までに「全て回収、清掃したとし「空「気中の環境測定を行い、敷地内外とも石綿濃度は低く「健康に影響はないと判断し「た」としている。
(9面に関連記事)同社は当日市に連絡した一が、市は公表しなかった。

2日の市議会一般質問で祝原時義氏(ネットワーク市「民の窓〉が「全市民に危険「性を十分に知らせなかったのは大問題」と判。大西高史環境部長は「早期に回収を終え、大気中に飛散する恐れがなくなったことか「ら、広く市民に知らせる状
「判断した」と答弁した。

「況にまでは至っていないと」までに地元2町内会に連絡した。2日夕までに敷地内「外計8カ所で環境測定し「他の地点と違いがない」(同社)と確認。工場の東「側でも数い程度の破片が複「数見つかり、最大約100材飛散していた。同社の土橋晃久総務部長
同社によると、飛散元は高さ約10話の塔頂部で、厚「さ。の保温材で覆われていた。定期整備期間中、風で一部の鉄板が外れ、保温材約0・1歳が敷地外へ出た。質量比で約2・%の「右綿を含み、計算上の飛散量は0・7今という。

祭り
好防止

1日午前3時ごろ、パトロール中の社員が敷地内で「破片を発見し、同9時半ごろ市に連絡、午後4時ごろ
は「強風対策と荒天に注意する連絡体制が不十分だった。石綿含有量がごく数「量で健康に影響がないと判「断し公表しなかった」と話「した。(和田亮、今西晋音)罰則複数年化見送
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